


ことしの

ミ
ズ
パ

・
立
山
の

イじシ

ョ
ウ

四月の園芸 一 ぼたん一

暖かくなるとーせいに咲きはじめる 美 しい春の花々、

さくら、チューリップ、つつじなどの中に混じって忘

れではならないのがぼたん。これは中国で改良された

花木で日本にも古くから入ってきており、日本産の多

くの品種を生み出している。

花の色は赤、ピンク・白・紫・黄色と華かにそろい、

花茎の大きさからいってもまさに明百花の王"といっ

た風格をもっている。唯一の欠点は、開花期がまこと

に短かくて、咲いてもすぐにポタリと花を散らしてし

まうことである。

ぼたんは日当りのよい、排水のよい場所ならどこに

でも良く育つ。肥料もそれほど要求されるわけではな

く、病害としても花ぐされ病、べ卜病、虫害としても

イチゴの葉線虫位であり、育てやすいようである η

富山県予算 みんなの県政
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‘カラーグラビア砂 ふるさとのみち

. 表紙せつめい

富山春の
カーニパlレ

毎年、桜の咲く時期にあわせて行なわれるカーニパルは、

全日本チンドン選手権大会として有名になっている。

全国各地から参集したチンドンマンたちが、それぞれの衣

装、メイクアップでふん囲気をもりあげる。老若男女、市民

のすべてがこのひとときパレードに引きこまれ、春に、まつり

に酔し、しれる。



特集:ことしの富山県予算

予
算
の
し
く
み

わ
た
し
た
ち
の
生
活
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
の

活
動
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。
わ
た
し
た
ち
の

生
命
や
財
産
を
守
る
警
察
、
学
校
や
道
路
な
ど
の
公

共
施
設
の
建
設
、
お
年
よ
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

の
し
あ
わ
せ
を
の
ば
す
福
祉
な
ど
生
活
に
欠
く
こ
と

事
ガ
広
範
囲
に
わ
た
り
、
そ
の
内
容
が
複
雑
多
様
化

し
て
く
る
と
、
内
容
を
明
確
に
し
、
行
政
の
効
果
を

あ
げ
る
た
め
に
は
、
事
業
に
よ
っ
て
は
別
個
の
会
計

区
分
を
設
け
る
必
要
が
で
て
き
ま
す
。
そ
こ
で
、
特

定
の
事
業
を
行
な
う
場
合
、
特
定
の
資
金
を
保
有
し

て
そ
の
運
用
を
行
な
う
、
あ
る
い
は
、
特
定
の
歳
入

で
特
定
の
歳
出
を
ま
か
な
う
な
ど
一
般
の
歳
入
歳
出

と
区
分
し
て
経
理
を
す
る
必
要
が
あ
る
時
設
け
る
の

が
特
別
会
計
予
算
で
す
。

予
算
の
編
成

県
の
予
算
は
、
知
事
の
予
算
編
成
方
針
に
従
っ

て

各
部
局
で
見
積
り
を
立
て
、
こ
れ
を
調
整
し
予
算
案

を
編
成
し
ま
す
。

F 昭和rn年度富山県予算可

520億4，300万円138.2%

416億5，600万円130.5%

112億7，500

104億4，100

13億1，200

124億9，000

4{意3，400

112億7，600

48{意1，500

32{意1，500

235億4，200

50億1，200

8億9，100

富山県に繁栄をもたらす

住みよい富山県をつくる

1. 社会福祉、保健衛生の充実

5. 社会教育、芸術文化の向上

3 商工業の発展と貿易の振興

3. 自然環境保全対策の充実

6. 交通網等の整備促進

2 農林水産業の振興

l 基幹交通網の整備

2. 生活基盤の整備

7 社会環境の浄化

4. 労働対策の推進

4. 県土の保全

89億9，6005 産業基盤の整備
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の
で
き
な
い
サ
ー
ビ
ス
が
国
や
地
方
公
共
団
体
に
よ

っ
て
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
は
主
に
税
金
に
よ
っ
て
ま
か

な
わ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
国
や
地
方
公
共
団
体
が
社
会
の
い

ろ
い
ろ
な
要
求
を
み
た
す
た
め
財
源
を
調
達
し
、
こ

れ
を
管
理
し
、
必
要
な
費
用
を
支
出
し
て
い
く
し
く

み
を
財
政
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

財
政
の
運
用
の
よ
し
あ
し
は
、
わ
た
し
た
ち
の
生

活
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。
こ
の
た
め
、
国
民

が
財
政
に
白
か
ら
の
意
思
を
反
映
さ
せ
、
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
し
て
い
く
た
め
の
適
切
な
手
段
が
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
手
段
が
予
算
制
度
で
す
。

す
な
わ
ち
予
算
と
は
、
県
(
国
)
が
ど
の
よ
う
な

目
的
や
施
策
の
た
め
に
ど
れ
だ
け
の
支
出
を
す
る
か
、

ま
た
そ
の
支
出
を
ま
か
な
う
財
源
を
ど
の
よ
う
に
調

達
す
る
か
と
い
う
財
政
の
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
、
一

定
期
間
に
お
け
る
収
入
と
支
出
の
予
定
を
示

し
た
計
画
と
い
え
ま
す
。

k

の
種
類

予
算
は
、

一
般
会
計
予
算
と
特
別
会
計
予
算
に
わ

か
れ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
予
算
は
、
も
っ
と
も
基
本
的
な
予
算
で

単
に
予
算
と
い
う
と
き
は
、

一
般
会
計
予
算
を
さ
す

こ
と
が
多
い
の
で
す
。

一
般
会
計
予
算
は
社
会
福
祉

教
育
、
公
共
事
業
な
ど
重
要
施
策
を
推
進
す
る
た
め

の
基
本
的
な
経
費
を
ま
か
な
う
会
計
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
す
べ
て
の
歳
入
歳
出
は
こ
れ
を
統
一

的
に
経
理
す
る
の
が
望
ま
し
い
の
で
す
が
、
県
の
仕

1
ノ」

こ
の
予
算
案
は
、
二
月
の
定
例
富
山
県
議
会
に
知

事
が
提
出
し
、
議
会
の
審
議
を
経
る
こ
と
に
な
り
ま

斗

q
。議

会
で
、
知
事
は
、「
予
算
編
成
の
基
本
方
針
」
「
経

済
の
み
と
お
し
と
財
政
運
営
の
基
本
的
態
度
」
歳
出

予
算
の
内
容
、
歳
入
予
算
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て
の

べ
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
て
県
議
会
で
質
問
や
応
答
を
し
な
が

ら
よ
り
よ
い
予
算
を
つ
く
る
た
め
に
討
論
さ
れ
ま
す
。

県
の
議
会
で
は
、
知
事
の
提
出
し
た
予
算
案
に
対

し
て
増
額
の
議
決
は
で
き
ま
す
が
、
原
案
に
な
い
よ

う
な
事
項
を
つ
け
加
え
た
り
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

270億8，300万円119.9%

その他の経費

1，363億8，400i}j円1100.0%
rフム1.'>?(t;〆-p{)

156億 200万円111.4%

264億2，300

4億4，600

2億1，400

若い世代を育てる

2 青少年の健全育成

3. スポーツ活動の振興

l 学校教育の充実

計士会
ド心、

(注)一般会汁予算、特別会計子算を合わせたも の
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回
住
み
よ
し、

富
山
県
を

つ
く
る

老
人
福
祉

1

こ
と
し
の
四
月
か
ら
七

q歳
以
上
の
老
人
、
六
五
歳
以
上
の
ね

た
き
り
老
人
お
よ
び
心
身
障
害
老
人
の
医
療
に
つ
い
て
所
得
制
限
を
な
く
し
、

無
料
で
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
す
。

新
し
く
六
O
歳
以
上
の
重
度
心
身
障
害
を
も
っ
人
の
医
療
費
に
つ
い
て
所
得

制
限
な
し
の
公
費
負
担
制
度
を
七
月
か
ら
実
施
し
ま
す
。

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
の
新
設、

特
別
養
護
老
人
ホ
ム
、
老
人
保
養
セ

ン
タ
ー

強
化
し
ま
す
。

の
設
置
助
成
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
老
人
憩
の
家
の
整
備
に
対
す
る
助
成
を

在
宅
福
祉

l
老
人
家
庭
奉
仕
員
の
増
員
と
待
遇
改
善
、
公
的
病
院
の
老
人
病

ー
ツ
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

床
を
確
保
、
老
人
ク
ラ
ブ
助
成
の
強
化
、
県
社
会
福
祉
協
議
会
を
通
し
た
ス
ポ

身
体
障

害

者

|
相
談
、
医
療
、
リ
ハ
f

ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
な
ど
あ
ら
ゆ
る
機
能

を
総
合
し
た
社
会
福
祉
総
合
セ

ン
タ
ー

の
建
設
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
重
度
身

体
障
害
者
介
護
員
の
設
置
、
県
立
志
貴

野
授
産
所
の
整
備
を
は
か
り
ま
す
。

民
間
社
会
福
祉
活
動

l

県
社
会
福
祉

.協
議
会
に
活
動
基
金
制
度
を
設
定
、
セ

ー
ナ
ー
苑
の
整
備
基
金
と
し
て
一
億
円

J 

児
童

は
か
り
ま
す
。

婦

人

の

福

祉

|
保
育
所
児
童
遊
園
の
充
実
、
富
山
学
園
、
ル
ン
ビ

二
園
の
整
備
、
王
子
寮
の
設
置
度

当

記

割

ヂ

婦
福
祉
勤

者

充

を
は
か
り
ま
す
。

の
寄
附
、
民
間
社
会
福
祉
職
員
の
処
遇

改
善
、
無
利
子
の
社
会
福
祉
事
業
貸
付

金
を
大
幅
に
拡
大
し
ま
す
。

精
神
薄
弱
児

l
精
神
薄
弱
児
の
通
園

施
設
に
助
成
、
国
立
富
山
病
院
に
重
度

障
害
児
を

一
時
保
護
収
容
す
る
措
置

黒
部
学
園
、
砺
波
学
園
の
整
備
充
実
を

母
子
保
健

衛

生

|
総
合
的
母
子
保
健
対
策
と
し
て
零
歳
児
の
医
療
費
、
妊
産

か
ら
実
施
し
ま
す
。

婦
疾
病
の
う
ち
妊
娠
中
毒
症
、
糖
尿
病
に
か
か
る
医
療
費
の
公
費
負
担
を
七
月

あ
ら
た
に
乳
児
健
康
診
査
の
実
施
、
先
天
異
常
の
予
防
体
制
の
確
立
な
ど
総

合
的
に
対
策
の
推
進
を
は
か
り
ま
す
。

特

定

疾

患

|
ス
モ
ン
、
べ

ー
チ
エ

ツ

特集:ことしの富山県予算

卜
な
ど
六
疾
病
に
つ
い
て
全
額
公
費
補

助
、
県
独
自
で
あ
ら
た
に
七
疾
病
を
対

象
に
、
入
院
医
療
費
の
定
額
補
助
を
し

ま
す
。

医
療
対
策

|

循
環
器
検
診
車
の
購
入
、

救
急
医
療
セ

ン
タ
ー
の
建
設
助
成
、
看

護
婦
養
成
所
に
対
す
る
運
営
費
補
助
@

. 愛と繁栄の県政
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としの
富 山県予 算

て宝ゴ
a=t 幸

、ヲー

、ー'

富山県知事

中 田

本
日
、
昭
和
四
十
八
年
二
月
定
例
県
議
会
が
開
会
さ
れ
る

に
あ
た
り
、
提
出
い
た
し
ま
し
た
昭
和
四
十
八
年
度
予
算
案

な
ら
び
に
そ
の
他
の
議
案
に
つ
き
ま
し
て
、
そ
の
概
要
を
ご

説
明
申
し
あ
げ
、
ご
審
議
を
仰
ぎ
、
あ
わ
せ
て
私
の
所
信
を

明
ら
か
に
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

私
が
知
事
の
職
務
に
就
き
ま
し
て
か
ら
、
は
や
く
も
三
年

の
歳
月
を
経
ま
し
た
o'

こ
の
間
「
愛
と
繁
栄
の
県
政
」
を
築

く
こ
と
を
念
願
と
し
て
、

百
万
県
民
の
多
岐
に
わ
た
る
要
望

を
、
余
す
と
こ
ろ
な
く
く
み
と
る
よ
う
、
た
ゆ
み
な
く
努
力

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

わ
い
、
私
が
標
梼
し
て
ま
い
り
ま
し
た
諸
施
策
も
、

J
v

予

ー
各
伐

に
鴻

い

安

定

よ
り
ま
し
ず
い

ゆ
お
む
ね
順
調
に

・
1

・

構
)

レて
ト
り
、
深
〈
恥
謝
申
し
あ
げ
た
い
と
存
じ
ま
す
。

と
く
に
、
昨
年
は
、
北
陸
新
幹
線
の
建
設
ぬ
決
定
、
イ
タ
イ

イ
タ
イ
病
判
決
の
確
定
、
日
中
の
降
交
正
常
化
な
ど
、
県
の

内
外
に
お
い
て
、
積
年
の
懸
案
事
項
が
解
決
を
見
、
さ
ら
に
、

ヴ
ィ
エ
ト
ナ
ム
和
平
も
実
現
の
は
こ
び
と
な
り
、
ま
こ
と
に

喜
ば
し
い
か
ぎ
り
で
あ
り
ま
す
。

本
年
は
、
ご
承
知
の
と
お
り
本
県
が
石
川
県
か
ら
分
離
独

立
し
て
九
O
年
、
置
県
九

O
周
年
に
あ
た
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
間
、
県
内
の
産
業
経
済
の
発
展
は
目
ざ
ま
し
く
、
県
民

の
所
得
水
準
も
常
に
全
国
上
位
に
位
置
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

た
だ
、
最
近
の
超
高
度
成
長
に
伴
っ
て
各
種
の
歪
み
が
生

じ
て
き
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
意
味
で
、
九

O
周
年
を
迎
え
る
新
年
度
は
、
県

政
の
ひ
と
つ
の
節
を
な
す
年
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

本
県
の
発
展
の
歴
史
を
ふ
り
か
え
り
、
先
人
の
気
概
と
努

力
に
学
ぶ
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
り
ま
す
が
、
き
た
る
べ
き

置
県

一
O
O年
に
む
か
つ
て
、
住
み
よ
く
活
力
あ
ふ
れ
る
富

山
県
を
計
画
的
に
実
現
す
る
こ
と
を
主
眼
と
し
た
、

記
念
諸

事
業
を
実
施
い
た
し
た
い
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。

花
と
緑
の
県
づ
く
り
の
推
進
、
総
合
的
な
社
会
福
祉
施
設

の
整
備
、
芸
術
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
振
興
、
郷
土
の
歴

史
と
伝
統
の
顕
彰
な
ど
を
そ
の
中
心
的
事
業
と
し
て
計
画
し

て
お
り
ま
す
が
、
県
民
各
層
の
ご
賛
同
を
得
ま
し
て
、
幅
広

い
県
民
運
動
と
し
て
定
着
さ
せ
た
い
も
の
と
存
じ
て
お
り
ま

す
。こ

う
し
た
記
念
事
業
の
推
進
を
と
お
し
、
公
害
を
防
除
し

て
健
康
な
生
活
環
境
と
美
し
い
自
然
環
境
を
確
保
し
、
ゆ
き

と
ど
い
た
福
祉
施
策
に
包
ま
れ
た
明
る
く
住
み
よ
い
地
域
社

会
の
建
設
に
、
今
後
と
も
、
最
善
の
努
力
を
し
て
ま
い
り
た

い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
各
位
の

一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
あ
げ
ま
す
。
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増
額

あ
ら
た
に
歯
科
衛
生
工
学
院
の

設
置
に
助
成
。

富
山
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
の
建

設
に
助
成
し
、医
療
用
血
液
の
確
保
に
万

全
を
期
し
ま
す
。

食
品
衛
生

ー
監
視
パ
ト
ロ
ー
ル
車
の

首
B
A
虫

p+ム
コ
L
J

検
査
体
制
を
充
実
し
食
品
の
安

全
性
の
確
保
に
つ
と
め
ま
す
。

医
学
部
誘
致

ー
富
山
大
学
医
学
部
の

四
十
九
年
度
創
設
準
備

誘
致
の
た
め

費
を
計
上
し
ま
す
。

大
気
汚
染
防
止

|
ブ
ル
ー

ス
カ
イ
計
画
に
基
づ
き
イ
オ
ウ
酸
化
物
減
少
対
策

の
推
進
、
四
十
八
年
度
中
に
富
山
、
高
岡
地
域
の
大
気
汚
染
常
時
監
視
網
の
整

備
を
完
了
、
富
山
市
北
部
、
富
山
新
港
周
辺
で

大
気
汚
染
気
象
条
件
調
査
を

実
施
し
ま
す
。

水
質
保
全

ー
昭
和
五

0
年
度
ま
で
に
県
下
主
要
公
共
水
域
全
域
を
、
環
境
基

水準
域の
に類
つ '型
し1 指
て定

上
の
せ
基
準
の
設
定
完
了

庄
川
水
域
、
富
山
新
港
と
背
後

上
の
せ
基
準
の
設
定
、
富
山
港
の
汚
濁
機
構
の
解
明
と
汚
濁

未
然
防
止
を
は
か
る
た
め
固
と
共
同
し
て
富
山
湾
海
域
産
業
公
害
総
合
事
前
調

査
を
実
施
し
ま
す
。

産
業
廃
棄
物
処
理

l
事
業
者
に
対
す
る
指
導
監
督
の
強
化
、

に
よ
る
ほ
域
処
理
体
制
の
育
成
、

事
業
者
の
共
同

組
大
ゴ
ミ
処
理
施
設
建
設
助
成
。

汚
染
米
対
策

ー
汚
染
米
に
対
す
る
所
要
対
策
の
措
置

土
地
問
題

ー
土
地
対
策
室
の
設
置
に
乍
る
総
合
的
な
土
地
対
策
を
た
て
ま
す
。

~ 

6 

ノ

利
賀
川
、
子
撫

消
費
生
活

ー
不
当
景
品
、

不
当
表
示

の
防
止
、

移
動
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
、

消
費
生
活
展
の
拡
充
、
富
山
市
中
央
卸

生
鮮
食
料
品
の

亮
市
場
の
建
設
助
成
、

流
通
機
構
の
整
備

、
総
合
食
料
品
小
亮

セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
助
成
し
ま
す
。

山
村
過
疎

ー
山
村
振
興
第
二
期
対
策

の
実
施
、
辺
地
電
話
の
設
置
促
進
、
複

川
、
角
川
各
ダ
ム
の
建
設
。

式
学
級
の
大
幅
解
消
を
推
進
し
ま
す
。

一

水

資

源

|
白
岩
川
、

あ
ら
た
に
境
川
、
朝
日
小
川
ダ
ぶ
の
実
施
調
査
を

開
始
し
ま
す
。

上
下
水
道
拡
充

|
子
撫
川
の
県
営
水
道
建
設
促
進
、
広
域
水
道
事
業
建
設
の

費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

.

小
矢
部
川
流
域
下
水
道
事
業
の
着
手
。
神
通
川
流
域
下
水
道
の
計
画
策
定
、

公
共
下
水
道
事
業
の
助
成
強
化
の
促
進
を
は
か
り
ま
す
。

)

住
宅
対
策

l

太
閤
山
住
宅
団
地
の
造
成
、
公
営
住
宅
の
建
設
、
住
宅
用
地
開

発
の
た
め
の
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

特集 :ことしの富 山県予算

自
然
保
護

|
自
然
環
境
保
全
地
域
、
環
境
緑
化
促
進
地
域
の
指
定
、
市
街
地

緑
被
度
調
査
の
推
進
、
自
然
環
境
保
全
基
金
に
一
億
円
増
額
し
ま
す
。

公
園
計
画

l
県
立
自
然
公
園
朝
日
、
有
峰
、
五
箇
山
地
区
の
正
式
指
定
、
自

然
景
観
の
保
護
と
公
共
施
設
整
備
、
立
山
自
然
保
護
セ

ン
タ
ー
の
設
置
、
立
山

有
料
道
路
へ
の
自
家
用
車
の
乗
り
入
れ
規
制
、
弥
陀
が
原
地
区
の
植
生
復
元
事

業
を
推
進
し
ま
す
。

県
民
公
園

|
県
民
公
園
の
具
体
的
施
設
の
計
画
策
定
、
県
民
公
園
建
設
事
務

経
済
の
見
と
お
し
お
よ
び

財
政
運
営
の
基
本
的
態
度

昨
年
初
頭
か
ら
着
実
な
景
気
上
昇
過
程

を
た
ど

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
昭
和
四
十
八
年
度
の
経
済
も

引
き
続
き
拡
大
基
調
に
推
移
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
き
る

一
月
二
六
日
閣
議
決
定
さ
れ
た
政
府
経
済
見
と
お
し
は
、
新

年
度
の
経
済
成
長
率
を

二
ハ
・
四
行
、
実
質
で

一
0
・
七
行

程
度
品
び
と
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

ヂ¥
 

新
年
度
予
算
案
は
、
国
の
予
算
、
地
方
財
政
計
画
の
内
容

を
ふ
ま
え
つ
つ
、
「
福
祉
」
と
「
環
境
」
を
柱
と
し
て
、

ム

般
会
計
予
算
総
額

一
、

一
O
五
億
八
、
七

一
九
万
円
、
前
年

度
当
初
予
算
に
対
し
、

二
二
・二
切れ
の
伸
び
と
編
成
い
た
し
た

次
た4 第
だで

あ
最り
近ま

す
欧
州
為
替
市
場
に
端
を
発
し
た
国
際
通
貨

問
題
は
、

ド
ル
の

一

o
r切
り
下
げ
と
円
の
変
動
為
替
相
場

制
へ
の
移
行
と
い
う
事
態
を
招
来
し
、
わ
が
国
経
済
に
大
き

な
課
題
を
投
げ
か
け
て
お
り
ま
す
。

政
府
は
、
今
後
と
も
国
内
経
済
の
安
定
的
成
長
を
確
保
す

る
た
め
、
全
力
を
尽
す
と
と
も
に
、
と
く
に
中
小
企
業
に
対

し
て
は
、
必
要
に
応
じ
十
分
な
配
慮
を
行
な

っ
て
ま
い
る
こ

と
を
表
明
し
て
お
り
ま
す
。

本
県
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
当
面
の
輸
出
関
連
中
小
企
業

な
ど
に
対
す
る
対
策
に
つ
き
ま
し
て
、
本
予
算
案
に
お
い

て
、

各
種
の
措
置
を
と

っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
今
後
の
経

済
情
勢
の
変
動
に
対
し
て
は
、
財
政
金
融
各
般
の
施
策
を
通

じ
機
動
的
に
対
処
し
、
適
時
適
切
な
措
置
を
講
じ
て
ま
い
り

た
い
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。

6 
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所
の
設
置
、
遊
歩
自
転
車
道
を
昭
和
四

十
八
年
度
末
開
通
を
メ
ド
に
実
施
し
ま

す
。

花
と
緑
の
県
ぃつ
く
り

|
「
花
と
緑
の

県
づ
く
り
運
動
」
を
推
進
す
る

「
花

と
緑
の
銀
行
」
を
設
立
し
、
種
や
苗
の

モ
デ
ル
花
壇
一
の
設
置
、
フ
ラ
ワ

コし
4
1
J

、

高
臼
ふ
い

ー
ポ
ッ
ト
の
配
置
。
ま
た
緑
化
用
苗
木

の
配
付
。
卒
業
、
成
人
、
結
婚
な
ど
記

道
路
整
備

|
富
山

・
高
岡
バ
イ
パ
ス
の
早
期
に
全
線
開
通
を
促
進
、
高
岡

・

砺
波
、
氷
見
・
高
岡
、
氷
見
バ
イ
パ
ス
の
建
設
促
進
、

一
五
六
号
線

。
四

号
線
の
整
備
、
梨
谷
ト
ン
ネ
ル
を
昭
和
四
十
八
年
度
中
に
完
成
す
る
よ
う
進
め

ま

す
。

各
期
交
通

l
防
雪
、
除
雪
、
凍
冷
害
の
防
止
、
河
川
水
に
よ
る
道
路
消
雪
の

推
進
、
道
路
の
路
肩
、
法
面
を
利
用
し
て
花
を
植
え
、
緑
化
の
促
進
と
道
路
環

境
の
美
化
を
試
み
ま
す
。

交
通
安
全

|
安
全
施
設
の
大
幅
拡
充

、
高
性
能
レ
ー
ダ
式
速
度
測
定
機
の
充

~ 
実

、交
通
取
締
警
察
官
の
増
員
等
交
通
指
導
取
締
体
制
の
強
化
に
つ
と
め
ま
す
。

子
ど
も
と
老
人
の
交
通
事
故
、
踏
切
事
故
の
防
止
、
交
通
村
構
想
に
も
と
づ

く
、
運
転
免
許
試
験
場
と
安
全
運
転
教
育
セ

ン
タ
ー
の
新
設
に
と
り
か
か
り
ま

す
。

設
の
援
助
、
百
万
県
民
ア
カ
デ
ミ
ー

社
会
通
信
教
育
普
及
事
業
の
推
進
、
社

会
教
育
団
体
の
育
成
を
推
進
し
ま
す
。

幼
児
を
も
っ
若
い
両
親
を
対
象
に
し
た

ハ
ガ
キ
、
通
信

ア
レ
ビ
を
通
し
て
の

相
談
事
業
を
実
施
、
し
ま
す
。

芸
術
文
化

1

置
県
九

O
周
年
事
業
と

し
て
、
創
作
活
動
の
推
進
と
名
作
鑑
賞

の
機
会
の
増
加

記
念
文
化
講
演
会

郷
土
作
家
秀
作
展
、
文
学
展
の
開
催
。

文
化
財
の
保
護

ー
発
掘
調
査
体
制
の

充
実
、
文
化
財
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化
、

天
然
記
念
物
の
保
護
、
歴
史
民
俗
博
物

館
、
美
術
館
建
設
の
準
備
に
着
手
。

文
化
財
地
図
、
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
を
作
成

し
、
愛
護
、
普
及
活
動
を
進
め
ま
す
。

8 

っ“予
算
編
成
の
基
本
方
針

今
回
の
予
算
編
成
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
「
住
み
よ
い
富

山
県
を
つ
く
る
」
「
富
山
県
に
繁
栄
を
も
た
ら
す
」
「
若
い

世
代
を
育
て
る
」

の
三
大
政
策
を
柱
に
、
年
間
総
合
予
算
を

目
途
と
し
て
、
「
愛
と
繁
栄
の
県
政
を
、
計
画
的
、
積
極
的
に

展
開
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

-
ま
ず
、
第
一

は
「
住
み
よ
い
富
山
県
を
つ
く
る
」
こ
と

で

あ
り
ま
す
。

美
し
い
自
然
環
境
、

快
適
な
生
活
環
境
の
う
ち
に
、

健
康

か
つ
安
全
な
福
祉
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、

県
民
生
活
の
基
礎

を
固
め
る
こ
と
が
県
政
の
基
本
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
考
え
方
に
立

っ
て
、
私
は
、
昨
年
十
二
月
、
県
総
合

開
発
審
議
会
に
対
し
、
県
民
の
欲
求
に
こ
た
え
、
県
民
ひ
と

り
ひ
と
り
が
肌
で
感
じ
と
る
こ
と
が
で
き
る
、
わ
か
り
や
す

C
実
現
性
の
あ
る
新
県
勢
計
画
と
し
て
、
‘
「
住
み
よ
い
富
山

県
を
つ
く
る
総
合
計
画
」
を
諮
問
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

ま
ず
、
健
や
か
な
子
供
を
生
み
育
て
る
た
め
の
総
合
母
子

保
健
体
制
の
確
立
を
目
ざ
し
、
乳
児
の
医
療
無
料
化
、
妊
産

婦
医
療
の
公
費
助
成
、
妊
婦
の
健
康
診
査
の
充
実
な
ど
各
般

の
惜
置
を
と
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

q
L
 

さ
ら
に
、
老
人
福
祉
に
つ
き
ま
し
て
、
老
人
医
療
公
刊
負
(
刊
へ
つ
づ
く
)

9 



人
間
の
生
活
行
動
を
支
え
、
生
産
活
動
を
発
展
さ
せ
る
み
ち
は
、

社
会
を
形
づ
く
る
基
盤
と
も
い
え
る
。
「
け
も
の
道
」
か
ら
は
じ

ま
り
経
済
と
文
化
の
交
流
が
す
す
む
に
つ
れ
自
然
界
に
い
ど
み
、

自
ら
の
生
存
に
適
す
る
よ
う
環
境
を
形
づ
く
っ
て
き
た
。

」
両
岡
市
上
空
か
ら
み
た
国
道
8
号
線
は
、
新
旧
は
っ
き
り
と
し

た
対
象
を
み
せ
て
走
っ
て
い
る
。

快
適
で
あ
る
べ
き
生
活
環
境
を
犯
し
、

道
に
つ
な
げ
て
は
い
け
な
い
。

自
然
環
境
を
破
壊
す
る

富山→

国道8号線

移
り
か
わ
る
み
ち

富山港



国
富
山
県
に
繁
栄
を
も
た
ら
す

北
陸
新
幹
線

|
北
陸
新
幹
線
の
早
期
着
工
実
現
に
努
め
ま
す
。

基
幹
道
路
網

|
北
陸
自
動
車
道
小
杉
イ
ン
タ
ー
か
ら
砺
波
イ
ン
タ
ー
間
一
四

・
一
二
鴇
の
今
秋
供
用
開
始
、
昭
和
五
十
年
度
に
、
富
山
市
以
西
全
線
の
供
用
開

始
予
定
、
富
山
市
か
ら
新
潟
県
境
ま
で
の
用
地
買
収
開
始
予
定
、
新
空
港
の
総

合
的
調
査
の
実
施
。

食
糧
の
安
定
的
供
給

l
優
食
品
種
の

商
品
性
の
高

計
画
的
作
付
け
の
推
進

い
優
良
米
の
生
産
基
地
と
し
て
の
地
位

確

保
、
需
要
の
伸
び
が
見
込
ま
れ
る
畜

産
、
野
菜
、
果
樹
、
花
き
球
根
の
振
興
。

高
生
産
性
農
業

l
農
業
振
興
地
域
整

備
計
画
に
も
と
づ
く
、
優
良
農
地
の
確

保
、
ほ
場
整
備
事
業
な
ど
農
業
生
産
基

盤
の
整
備

自
立
経
営
志
向
農
家
を
中

核
と
し
た
集
団
的
生
産
組
織
づ
く
り

生
産
か
ら
加
工
流
通
ま
で
を
一
貫
と
し

た
農
業
団
地
の
育
成
、
第
二
次
構
造
改

善
事
業
の
実
施
、
農
地
開
発
公
社
を
中

L
ん
に
農
地
の
流
動
化
を
促
進
し
、
吉
岡い

生
産
性
を
確
保
す
る
よ
う
つ
と
め
ま
す
。

米
の
生
産
調
整

|
予
約
限
度
数
量
の
確
保
と
通
年
施
行
、

な
実
施
を
は
か
り
ま
す
。

転
作
に
よ
る
円
滑

野
菜
生
産

ー
野
菜
の
指
定
産
地
の
増
加
安
定
供
給
の
た
め
の
価
格
保
証
制

度
の
強
化
拡
充
し
ま
す
。

畜
産

ー
酪
農

養
豚

泥
処
理
施
設
な
ど
の
助
成
強
化
。
畜
産
農
家
の
経
営
改
善
を
推
進
し
ま
す
。

肉
牛

養
鶏
の
振
興

畜
産
公
害
の
防
止
、
活
性
汚

農
村
地
域
へ
の
工
業
導
入
を
は
か
り
、
就
業
機
会
の
安
定
、
農
家
所
得
の
向

上
に
つ
と
め
る
。
上
下
水
道
、
ゴ
ミ
処
理
施
設
な
ど
農
村
の
生
活
環
境
の
整
備

水
産
業

を
は
か
る
農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

水
産
物
産
地
冷
凍
加
工
施
設
事

ー
沿
岸
漁
業
振
興
特
別
対
策
事
業

業
の
推
進
、
漁
船
遭
難
防
止
の
助
成
強
化
魚
族
放
流
の
増
加
、
第
五
次
漁
港

林
業

整
備
計
画
に
よ
る
漁
港
の
整
備
、
水
産
試
験
場
を
建
設
し
ま
す
。

ー
林
業
労
働
力
の
不
足
と
労
務
賃
金
の
高
騰
に
対
処
す
る
た
め
、
森
林

組
合
労
務
班
退
職
共
済
制
度
の
新
設

の
高
揚
を
は
か
り
ま
す
。

造
林
補
助
単
価
を
増
額
し
て
造
林
意
欲

特集 :ことしの富 山県予算

中
小
企
業
体
質
改
善

ー
中
小
企
業
近
代
化
資
金
、
高
度
化
資
金

設
備
貸
与

制
度
な
ど
資
金
量
の
確
保
、

連
鎖
倒
産
に
対
処
す
る
た
め
経
営
強
化
資
金
の
創

設
、
信
用
保
証
協
会
へ
の
出
え
ん
金
の
増
額

特
別
小
口
事
業
資
金
の
枠
拡
大

工
業

ー
工
業
再
配
置
に
対
処
し
て

県
商
工
労
働
部
に
経
営
指
導
課
を
新
設
し
指
導
体
制
の
強
化
を
は
か
り
ま
す
。

無
公
害
、
高
次
加
工
型
の
本
県
産
業
に

寄
与
す
る
企
業
の
誘
致

県
内
企
業
の
再
配
置
を
推
進

実
現
を
は
か
り
ま
す
。

薬
業

ー
優
良
医
薬
品
の
生
産
の
た
め

医
薬
品
の
販
路
拡
張
な
ど
そ
の
育
成
に
つ
と
め
ま
す
。

ア
の
市
場
調
査
の
実
施

適
正
な
企
業
立
地
の

品
質
管
理
の
強
化
充
実

東
南
ア
ジ

- 12 -

担
制
度
の
所
得
制
限
を
て
っ
廃
し
、
六

O
歳
以
上
の
重
度
心

身
障
害
老
人
の
医
療
費
を
無
料
化
し
た
ほ
か
、
軽
費
老
人
ホ
ー

ム
な
ど
の
福
祉
施
設
の
整
備
に
加
え
、
老
人
病
床
の
確
保
な
ど

在
宅
老
人
の
福
祉
に
と
く
に
意
を
用
い
、
増
加
す
る
老
人
人
口

問
題
に
体
系
的
に
対
処
し
て
ま
い
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

7
Y心
身
の
障
害
の
た
め
発
言
力
を
持
だ
ず
、
暗
い
谷
間
に
あ

る
人
ぴ
と
に
愛
の
光
を
投
げ
か
け
た
い
と
存
じ
、
セ

l
ナ

l

苑
に
対
し
、
県
を
あ
げ
て
の
援
助
を
行
な
う
こ
と
と
し
た
ほ

か
、
あ
ら
た
に
社
会
福
祉
法
人
を
設
立
し
、
身
体
障
害
者
の

¥ 

た
め
の

「
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
」
を
、

長
期
的
な
構
想

の
も
と
に
、

建
設
し
た
い
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
地
域
社
会
の
自
主
的
な
福
祉
活
動
を
積
極
的
に
助

長
す
る
た
め
、

そ
の
推
進
母
体
で
あ
る
県
社
会
福
祉
協
議
会

に
あ
ら
た
に
運
営
基
金
を
設
定
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

、
げ
つ
ま
、
7
、

l

l

-

特
定
疾
患
に
つ
い
て
も
施
策
の
画
期
的
拡
充

を
は
か
り
、

救
急
医
療
体
制
の
強
化
と
相
ま
っ
て
、
保
健
衛

生
対
策
の
充
実
に
つ
と
め
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

つ
い
で
、
環
境
保
全
の
面
に
つ
き
ま
し
て
は
、

県
立
自
然

公
園
の
整
備
を
は
か
る
ほ
か
、

あ
ら
た
に
、

「
花
と
緑
の
県

づ
く
り
運
動
」
を
唱
道
し
、
県
民
の
心
に
自
然
を
い
つ
く
し

み
、
自
然
に
か
え
る
魂
を
育
ん
で
ま
い
り
、
公
害
防
除
の
い

っ
そ
う
の
徹
底
、

上
下
水
道
、
廃
棄
物
処
理
施
設
の
助
成
の

強
化
と
相
ま
っ
て
、

山
紫
水
明
の
郷
土
を
ま
も
り
た
い
と
存

じ
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、

土
地
対
策
室
を
設
置
し
、

土
地
対
策
の
充
実
を

は
か
る
ほ
か
、
交
通
安
全
対
策
、
山
村
過
疎
対
策
、
消
費
者

対
策
を
積
極
的
に
推
進
し
、
住
み
よ
い
富
山
県
の
実
現
に
つ

と
め
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

-
第
二
は

ま
す
。

「富
山
県
に
繁
栄
を
も
た
ら
す
」
こ
と
で
あ
り

住
み
よ
い
富
山
の
県
土
に
繁
栄
を
も
た
ら
す
の
は
、

生
産

性
の
高
い
農
林
水
産
業
、
公
害
の
な
い
工
業
、
近
代
化
さ
れ

た
商
業
、

こ
れ
ら
の
基
盤
と
し
て
の
基
幹
交
通
網
の
整
備
で

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
ず
、

私
た
ち
の
待
望
の
北
陸
新
幹
線
に
つ
き
ま
し
て
は
、

新
年
度
建
設
着
工
の
運
び
と
な
り
、
ま
た
、

北
陸
自
動
車
道

の
建
設
工
事
も
順
調
な
進
捗
を
み
、

こ
の
秋
、

部
供
用
が

ま
こ
と
に
喜
ば
し
い
こ

開
始
さ
れ
る
予
定
と
な
り
ま
し
た
。

と
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。
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e . . 
3・ー' 

貿

易

l

中
国
お
よ
び
対
岸
諸
国
と
の
貿
易
促
進
、
中
国
友
好
親
善
と
貿
易
の

推
進
に
つ
と
め
ま
す
。

観
光

|
自
然
保
護
と
の
調
和
を
は
か
り
な
が
ら
、
観
光
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

基
地
の
開
発
整
備
、
広
域
観
光
事
業
の
推
進
な
ど
誘
致
対
策
の
強
化
、
黒
部
峡

(
〈
ロ
の
観
光
路
線
整
備
の
推
進
お
よ
び
調
査
を
す
す
め
ま
す
。

労
働
力
確
保

|
学
卒
者
の
県
内
就
職
の
促
進
、
県
外
労
働
力
の
導
入
高
卒

技
能
訓
練
の
拡
充
。

中
高
年
齢
者
に
対
し
て
、
能
力
再
開
発
訓
練
の
充
実
、
人
材
コ
ン
サ
ル
タ
ン

卜
室
の
拡
充
に
つ
と
め
ま
す
。

勤
労
者
福
祉

|
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
建
設
に
補
助
野
外
ス
ポ
ー
ツ
周
の
「

み
ど
り
の
広
場
」
の
設
置
助
成
、
働
く
婦
人
の
家
の
建
設
補
助
、
幼
児
ハ
ウ
ス

の
建
設
に
助
成
し
ま
す
。

臨
海
工
業
用
地
造
成

|

C

・
D
-
姫
野
地
区
の
造
成
に
あ
わ
せ
、
貯
木
場
築

造
工
事
の
推
進
、
造
成
完
了
地
区
の
一
ベ
一
画
整
理
事
業
を
進
め
企
業
の
早
期
立
地

'" 
、.‘

の
万
全
を
期
し
ま
す
。

工
業
用
水
道

|
和
田
川
工
業
用
水
道

事
業
の
配
水
管
布
設
工
事
の
推
進
、
神

通
川
工
業
用
水
道
事
業
の
建
設
に
着
手

し
ま
す
。

港
湾

1

富
山
新
港
、
伏
木
港
、
富
山

港
の
港
湾
機
能
の
改
良
整
備
、
薬
剤
散

布
、
散
水
車
の
整
備
、
植
樹
な
ど
港
湾

の
環
境
改
善
と
保
安
に
つ
と
め
ま
す
。

直
若
い
世
代
を
育
て
る

特集 :ことしの富 山県予算

稚
園
の
教
育
課
程
基
準
作
成

病
虚
弱

児
養
護
学
校
の
設
置
、
盲
学
校
の
高
等

部
に
普
通
科
を
設
置
し
ま
す
。

高
等
学
校
の
情
報
処
理
教
育
の
拡
充

水
産
実
習
用
大
型
練
習
船
の
建
造
、
校

舎
の
増
改
築
の
推
進
な
ど
施
設
の
拡
充

整
備
を
行
な
い
教
育
の
質
的
向
上
を
は

か
り
ま
す
。

学
校
教
育
全
般
に
わ
た
り

人
間
と

農
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
全
国
的
な
優
良
米
の
生
産
什
培
地

と
し
て
、
農
業
基
盤
の
整
備
な
ど
を
通
じ
、
そ
の
振
興
に
つ

と
め
る
と
と
も
に
、
農
村
の
生
活
環
境
の
整
備
を
は
か
り
、

高
福
祉
農
村
の
実
現
を
期
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
商
工
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
中
小
企
業
対
策
を
中

心
と
し
て
、
き
め
細
か
い
振
興
策
を
展
開
し
て
ま
い
る
ほ
か

労
働
福
祉
の
増
進
、
工
場
立
地
の
適
正
化
な
ど
、
そ
の
発
展

に
つ
と
め
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

A
斗・

1
『
・4

-
第
三
は、

「若
い
世
代
を
育
て
る
」
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

あ
す
の
社
会
の
担
い
手
で
あ
る
若
い
世
代
を
心
身
と
も
に

健
全
に
育
て
あ
げ
る
に
は
、
家
庭
、
学
校
、
社
会
な
ど
あ
ら

ゆ
る
生
活
の
場
で
、
彼
ら
の
向
上
発
展
を
助
け
、
教
育
し
て

い
く
努
力
を
欠
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
教
育
活
動
の
根
幹
を
な
す
教
育
に
ま
ず
意
を
用

い
教
員
の
特
別
定
数
の
増
員
、
施
設
の
い
っ
そ
う
の
整
備

、

を
は
か
り
、
そ
の
内
容
の
充
実
を
期
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
情
報
処
理
教
育
め
拡
充
、
病
虚
弱
児
養
護
学
校

の
新
設
、
必
修
ク
ラ
ブ
活
動
の
推
進
、
私
学
教
育
助
成
の
強

化
を
は
か
る
こ
と
と
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

従
来
、
わ
が
国
の
体
育
ス
ポ
ー
ツ
は
、
学
校
を
中
心
に
発

達
し
、
ま
た
、
選
手
偏
重
に
す
ぎ
た
き
ら
い
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
打
破
し
、
県
民
が
気
楽
に
参
加
で
き
る

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
重
点
を
置
く
こ
と
と
し
、
学
校
体
育
施

設
の
開
放
校
を
倍
増
す
る
な
ど
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
の
施
設
の

充
実
に
つ
と
め
た
ほ
か
、
「
富
山
県
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
」

を
設
け
る
こ
と
と
い
た
し
、
冬
季
国
体
の
誘
致
と
も
相
ま

っ

て
、
「
百
万
県
民
総
ス
ポ
ー
ツ
L

の
実
現
を
目
ざ
す
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、

¥ 

「
青
年
の
船
」
の
海
外
派
遣
、

若
人
の
つ
ど
い
」
、
「
青
年
の
山
」
建
設
な
ど
社
会
教
育
分

野
の
施
策
の
充
実
も
は
か
り
、
健
康
な
若
い
世
代
の
健
全
育

成
に
つ
と
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 「

伸
び
ゆ
く

私
は
以
上
の
基
本
施
策
を
着
実
に
実
行
し
、

「
愛
と
繁
栄
」

の
具
現
に
さ
ら
に

一
層
の
努
力
を
払

っ
・
て
ま
い
る
所
存
で
あ

り
ま
す
。

こ
の
実
行
に
あ
た
っ
て
は
、

を
聞
き
、

広
く
県
民
各
層
の
卒
直
な
声

施
策
に
反
映
さ
せ
る
と
と
も
に
、
県
議
会
、
市
町

村
と

一
体
と
な

っ
て
円
滑
に
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ

て
お
り
ま
す
。

こ
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
編
成
し
た
昭
和
四
十
八
年
度
の

予
算
は
、

一
般
会
計

一
、

一
O
五
億
八
、

七

一
九
万
円
、
特

別
会
計
二
五
七
億
九
、
七

O
九
万
円

八
、
四
二
八
万
円
と
な
り
、
前
年
度
と
く
ら
べ

二一

総
額

一
、
三
六
三
億

1
1
 

-2
ノ
セ
ン
ト

の
伸
び
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
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自
然
の
調
和
と
い
う
観
点
か
ら
、
共
同
宿
泊
学
習
の
推
進
、
少
年
自
然
の
家
設

置
の
調
査
、
校
庭
緑
化
の
促
進
、
指
導
資
料
の
作
成
に
よ
る
正
し
い
自
然
観
の

育
成
と
生
活
基
本
の
体
得
に
つ
と
め
ま
す
。

へ
き
地
教
育
|
三
カ
年
計
画
で
三
個
学
年
複
式
学
級
の
解
消
、
二
個
学
年
複

式
学
級
編
成
基
準
の
改
善
、
教
職
員
の
増
員
に
つ
と
め
教
育
効
果
の
向
上
を
は

か
り
ま
す
。

防
火
体
制

|
小
中
学
校
防
火
設
備
事
業
の
助
成
お
よ
び
融
資
を
行
な
い
防
火

体
制
の
確
立
を
は
か
り
ま
す
。

私
学
振
興

|
私
立
高
等
学
校
運
営
費
補
助
の
増
額
、
教
職
員
の
給
与
改
善
、

ク
ラ
ブ
活
動
の
助
成
持
化
、
教
職
員
の
退
職
金
社
団
に
対
す
る
補
助
の
増
額
、

私
立
幼
稚
園
の
運
営
費
補
助
の
増
額
、
貸
付
金
、
退
職
金
社
団
補
助
の
増
額
す

る
な
ど
助
成
措
置
を
強
化
し
ま
す
。

青
少
年
の
人
格
形
成

|
第
三
回
富
山

県
青
年
の
船
を
東
南
ア
ジ
ア
へ
派
遣

「
伸
び
ゆ
く
若
人
の
つ
ど
い
」
の
実
施
、

「
黒
部
青
少
年
の
家
」
八
月
開
所
、
置

県
九

O
周
年
を
記
念
し
て
自
然
に
親
し

む
憩
い
、
思
索
、

勤
労
の
場
を
与
え
る

た
め
福
光
町
力
利
ダ
ム
湖
畔
に
「
青
年

の
山
」
を
拡
充
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

l

学
校
体
育
施
設
の
関
取
校
を
五
二
校
に
倍
増
市
町
村

「
県
民
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
」
の
建
設

な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
助
成
強
化

ス
ポ
ー
ツ
団
体

・
組
織
の
育
成
の
資
金
的
裏
づ
け
と
し
て
「
富
山
県
ス
ポ
ー

ツ
振
興
基
金
」
を
設
置
し
て

0
0
0
万
円
出
資
し
ま
す
。

昭
和
五
十
一
年
の
第
二
二
回
国
体
冬
季
ス
キ
ー
競
技
会
の
施
設
整
備
と
運
営

準
備
に
万
全
を
期
し
ま
す
。

画
歳
入
予
算

一
般
会
計
に
は

ま
ず
県
税
を
二
七
四
億
六

一
O
O
万
円
計
上
し
て
い
ま

す
。
税
収
の
見
積
り
に
あ
た

っ
て
は
、
政
府
の
経
済
見
と
お
し
、
地
方
財
政
計

固
に
お
け
る
税
収
見
込
み
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
県
内
企
業
の
収
益
動
向
な
ど

を
勘
案
し
、
計
上
し
ま
し
た
。

地
方
交
付
税
は
、
基
準
財
政
需
要
額
お
よ
び
収
入
額
の
伸
び
を
検
討
し
、

五
三
億
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

特集 :ことしの富 山県予算

国
庫
支
出
金
に
つ
い
て
は
、
義
務
教
育
費
圏
庫
負
担
金
、
公
共
事
業
費
補
助

金
な
ど
、
歳
出
に
見
合
う
額
を
算
定
の
う
え
、

三
五
七
億
九
、

八
O
O
万
円
を

計
上
し
ま
し
た
。

県
債
は
、
地
方
債
計
画
を
も
と
に
、
適
債
事
業
に
つ
い
て
充
当
率
な
ど
を
勘

案
し
、
七
五
億
八
、
六

O
O
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

使
用
料
お
よ
び
手
数
料
を
は
じ
め
、
そ
の
他
の
収
入
に
つ
い
て
は
、
過
去
の

実
績
お
よ
び
歳
出
な
ど
を
検
討
し
、
確
実
に
見
込
み
う
る
額
を
計
上
し
ま
し
た
。

ま
た
、
特
別
会
計
に
お
い
て
は
、
使
用
料
、
繰
入
金
、

国
庫
支
出
金
な
ど
内

容
精
査
の
う
え
、
計
上
し
て
い
ま
す
。

一

-
歳

入

- 16一

単
位

千
円

款 昭和48年度予算額 昭和47年度予算額 よじ 較

県 税 27，461，275 21，622，232 5，839，043 

2. t也 方 言喪 与 税 1，845，000 1，706，000 139，000 

3. t也 方 ヲ人句 付 平見 25，300，000 20，900，000 4，400，000 

4 交通安全対策特別交付金 208，987 182，000 26，987 

5'分担金及び負担金 3，621，053 2，785，371 835，682 

6 使用料及び手数料 1，991，078 1，858，118 132，960 

7 国 庫 支 出 金 35，798，225 28，616，097 7，182，128 

8. 財 産 収 入 426，760 349，848 76，912 

9 寄 附 金 79，263 43，023 36，240 

10 繰 入 金 1，367，032 1，078，578 288，454 

11. 繰 越 金 200，000 l 199，999 

12. I諸 4又 入 4，702，517 4，256，026 446，491 

13 県 イ責 7，586，000 7，114，000 472，000 

歳入合計 110，587，190 90，511，294 20，075，896 

-
歳

出

単
位

千
円

昭和48年度 昭和47年度 ノド年度予算似 の 財源内訳

款 比 車交 ヰ年 "と~・ nオ iJ県
一 般財源予算額 予算額 同k.n~ 全 I也万 1ft その他

l.議 dz〉z、 費 331，925 302，318 29，607 5 331，920 

2.総 務 費 5，634，799 4，422，097 1，212，702 214，538 593，000 164，152 4，663，109 

3. 民 生 費 4，148，511 2，809，036 1，339，475 1，390，411 23，000 465，605 2，269，495 

4 衛 生 費 4，949，221 3，911 ，832 1，037，389 1，424，944 80，000 675，244 2，769，033 

5.労 1動 費 927，603 825，301 102，302 209，687 177，401 540，515 

6.農林水産業費 25，437，427 20，566，285 4，871，142 12，981，104 1，291，000 3，801，687 7，363，636 

7.商 工 費 2，840，246 2，501，416 338，830 173，220 1，329，907 1，337，119 

8.土 木 費 24，650，451 20，543，286 4，107，165 9，103，872 4，073，000 1，482，314 9，991，265 

9.普 寵7Tミ 費 5，537，606 4，645，372 892，234 233，348 156，000 241，996 4，906，262 

10. 教 育 費 26，977，968 22，936，827 4，041，141 7，863，013 324，000 695，760 18，095，195 

11.災害復旧費 2，657，247 1，763，632 893，615 1，684，113 816，000 4，475 152，659 

12 公 イ責 費 4，110，288 3，310，721 799，567 230，000 3，880，288 

13.諸支出費 693，898 554，171 139，727 693，898 

14.予 f庸 費 1，690，000 1， 419，000 271，000 375，000 1，315，000 

歳出合計 110，587，190 90，511，294 20，075，896 35，653，250 7，586，000 9，038，546 58，309，394 

ヴ
'

句

'A



色
と
り
ど
り
の
ホ
|
ロ

l
製
品
が
デ
パ
ー
ト
な
ど

の
売
場
を
に
ぎ
わ
し
、
そ
の
売
れ
ゆ
き
は
年
々
伸
び

て
い
る
よ
う
で
す
。

台
所
用
品
で
あ
り
な
が
ら
、
世
帯
じ
み
た
感
じ
が

な
い
た
め
、
若
い
人
た
ち
ゃ
結
婚
祝
、
新
築
祝
な
ど

の
贈
り
物
と
し
て
人
気
を
集
め
て
い
る
た
め
で
す
。

し
か
し
、
い
ろ
い
ろ
な
特
質
を
持
っ
て
い
る
ホ

|

ロ
|
製
品

で
す
が
、
台
所
の
飾
り
も
の
に
な
っ
て
い

る
だ
け
で
、
あ
ま
り
活
用
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状

の
よ
う
で
す
。

そ
こ
で
、
ホ
|
ロ
|
製
品
の
選
び
方
、
使
い
方
な

ど
を
み
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

-
ホ
!
?
l
製
品
の
特
徴

ホ
|
ロ

l
製
品
は
、
鉄
板
に
ガ
ラ
ス
質
の
ゅ
う
薬

(
う
わ
ぐ
す
り
)
を
高
温
で
焼
き
つ
け
た
も
の
で
す
。

そ
の
特
徴
は
、

①
熱
の
伝
導
率
、
保
温
力
が
高
い
。

ア
ル
マ
イ
ト
の
も
の
よ
り
熱
伝
導
率
が
よ
い
。

②

酸
、
ア
ル
カ
リ
、
塩
分
に
強
い
。

鍋
は
シ
チ
ュ
ー
、
ジ
ャ
ム
，な
ど
金
属
製
品
で
は
変

質
し
や
す
い
煮
込
み
料
理
に
最
適
で
す
。
パ
ッ
ト
類

は
、
梅
干
な
ど
の
食
品
の
保
存
に
適
し
て
い
ま
す
。

③
衝
撃
で
ひ
び
が
は
い
司
た
り
、
は
げ
た
り
し
や
す

④
急
激
な
温
度
変
化
に
弱
い
。

⑤
色
が
豊
富
な
の
で
生
活
が
楽
し
め
る
。

-
選
び
方

①
安
全
マ
ー
ク
の
あ
る
も
の
を
。

②
閉
じ
サ
イ
ズ
の
も
の
な
ら
重
い
も
の
を
。

重
い
も
の
の
方
が
鉄
が
厚
く
、
衝
撃
に
も
強
い
。

③
つ
や
が
よ
く
、
色
む
ら
や
気
泡
の
な
い
も
の
を
。

気
泡
が
あ
る
と
ホ
ウ
ロ
ー
の
は
が
れ
る
原
因
に
な

り
ま
す
。

④
ム
ラ
が
な
い
か
末
端
が
き
れ
い
に
仕
上
が
つ

"" 

例えば図の(討で室温が20
0

C、外気温が Oocと仮定しま

しょう。いろいろの条件によって決まるものですが、あ

る条件を定めて計算しますと、壁の室内側の壁面温度は

約10
0

C になります。室内が200C で関係湿度60~'* とすると
空気中の水分量(湿気)は約8.2g /m'になります。一方

その露点(だんだん温度を下げて露を結ぶ温度)は10
0C

ですから壁面は当然湿気が水滴になってぬれることにな

ります。

同じように梅雨期について求めてみます。いま室温が

2~oC 、関係湿度85~';; とすると、空気中の水分は23g /m' 

となり、その露を結ぶ温度は22
0

Cですから、外気に接し

ている壁面温度が22
0

Cより低くなるとその部分で露を結

ぶことになります。

結露する場所

普通の住居ですと壁面にタンスなどの家具を置いてい

ます。家具の裏側の温度は人が起居する周辺の温度より

低〈、またそこでの空気の動きはあまりないのが常です。

とくにその壁面の外側が北側の外気に接している場合は、

壁体の温度は室温に比べるといちじるしく低くなります。

一方室内で空気中の水分を多くするものがたくさんあ

ります。冬期間には室内で暖房用の石油ストープをたく

ことが多く、 -14燃焼すると約800r~ の水分が発生します。
また洗濯場、台所、風目場では水蒸気が発生しこれが屋

内に閉じこめられがちです。また人が l人軽作業で 1a~ 
間に約25r~ の水分を排出するといわれています。これら ‘

の水分は戸、扉のすきまや開閉で屋外に流れ出ますが、

また温度の低い場所にたまることになります。

ご 質問に答えて

住いの中の
結露を
防ぐには

ホーロー製品の
はなし

い
る
か
ど
う
カ
。

曲
線
の
部
分
、
鍋
ふ
ち
な
ど
の
末
端
処
理
は
、
ガ

ラ
ス
質
の
焼
き
付
け
技
術
の
む
つ
か
し
い
と
こ
ろ
で

す
。

よ
く
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

⑤
中
身
を
入
れ
た
状
態
を
考
慮
し
て
選
ぶ
。

ホ
ー
ロ

l
製
品
は
、
ア
ル
ミ
製
品
に
比
べ
て
重
い

の
で
、
片
手
鍋
の
場
合
に
は
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

-
取
り
扱
い
上
の
注
意

①
落
し
た
り
、
ぶ
つ
け
た
り
し
な
い
よ
う
に
。

衝
撃
に
弱
い
の
で
、
ひ
び
割
れ
し
そ
こ
か
ら
水
分

が
浸
透
し
て
は
が
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。

②
鍋
や
や
か
ん
は
ぬ
れ
た
ま
ま
火
に
か
け
た
り
、
熱

い
ま
ま
す
ぐ
水
に
つ
け
た
り
し
て
は
い
け
な
い
。

③
金
属
の
タ
ワ
シ
や
フ
ラ
イ
パ
ン
返
し
は
、
傷
が
つ

く
の
で
使
わ
な
い
こ
と
。

④
か
ら
だ
き
し
た
り
、
い
た
め
物
に
使
う
と
焦
げ
つ

い
て
鍋
底
が
い
た
ん
で
し
ま
う
。

。。

焦
げ
つ
か
せ
て
し
ま
っ
た
ら
、
決
し
て
タ
ワ
シ
な

1

ど
で
こ
す
り
と
ら
な
い
こ
と
。
す
ぐ
湯
を
入
れ
、
初
一

分
ほ
ど
お
け
ば
と
れ
て
く
る
。
そ
れ
で
も
と
れ
な
い

場
合
は
、
な
る
べ
く
傷
を
つ
け
な
い
よ
う
に
や
わ
ら

か
い
も
の
で
根
気
よ
く
こ
す
っ
て
と
る
。

⑤
使
用
時
は
ガ
ス
の
火
力
を
調
節
し
て
炊
き
こ
ぼ
れ

さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
。

⑥
や
か
ん
を
ス
ト
ー
ブ
な
ど

の
上
に
か
け
続
け
な
い

こ
と
。ゅ

う
薬
が
は
く
離
し
て
つ
や
の
な
い
も
の
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

-
ホ
!
ロ

l
製
品
の
安
全
マ
!
ク

色
あ
ざ
や
か
な
ホ
|
ロ

l
製
品
を
使
う
場
合
に
心

配
に
な
る
の
が
重
金
属
の
溶
出
で
す
。

こ
の
よ
う
な
消
費
者
の
不
安
を
解
消
す
る
た
め
に

通
産
省
の
指
導
に
よ
り
、
「
日
本
ほ
う
ろ
う
工
業
会

で
は
、
今
年
の
一
月
一
日
か
ら
カ
ド
ミ
ウ
ム
、
鉛
の

許
容
基
準
を
つ
く
り
、
こ
れ
に
合
格
し
た
も
の
に
安

全
マ

ー
ク
を
貼

っ
て
販
売
し
て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
ホ
|
ロ
|
製
品
は
、
鍋
、

ポ
ッ
ト
、
パ
ッ
ト
、
ボ
ウ
ル
、
タ
ン
ク
、

七
品
目
で
す
。

検
査
方
法
は
、

4
引い
の
酢
酸
溶
液
を
入
れ
、
煮
沸

用
な
ら
初
分
間
煮
沸
し
、
非
煮
沸
用
な
ら
二
四
時
間

室
温
で
放
置
し
て
出
て
く
る
重
金
属
が
鉛
は
一

・
O

P
P
M
以
下
、
カ
ド
ミ
ウ
ム
は

0
・
四

P
P
M
以
下

な
ら
合
格
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

(
こ
の
検
査
は
、
県
民
会
館

4
階
の
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
で
行
な
っ
て
い
ま
す
。
)

く
ら
し
の
ご
相
談
は

富
山
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

ケ
ト
ル
、

コ
ッ
プ
の

15Kcal 

逃げる熱量 (1m'， I時間)

結露を防ぐには

一壁体がコンクリートだけの場合は少しの温度低下で結

露しやすいことを示しました。

木材の場合はどうでしょう 。図の(イ)の場合を求めます

と、壁面の温度は約17
0

Cで室温との差はわずかで、関fI
湿度は80~';; で結露しません。コンクリートの場合に木会
と同じようにするには壁面に断熱材を貼って二重にしな

ければなりません。 図の(ウ) また木材は高湿度にな っ

たり、結露しそうな温度になると相当量の水分を吸湿し

それだけ室内の空気を調節してくれま す。これは他ゐ材

料にみられない性質です。 日本とくに富山県のような多

湿地帯では威力を発揮しています。

消極的な結露防止方法ですが、家具などは壁面から 10

-15センチメートル離しておく。押入れでは床面にスノ

コ板などをおくなどしてJ令えこみやすく、湿気のたまり

;うな所の空気を換気しやすくすることも lつの方法で

よくコンクリートのビルデイングや住宅の内部にいる

と底冷えするような感じになるのは、構造体が熱を伝え

やすいことによるものです。この点木材は熱を伝えにく

く、同時に空気中の湿度を調節します。また特別な断熱

材を懐合させなくても単体でりっぱな構造材料の役割も

果します。

富山県木材試験場では、こ のような木材の良い性質を

利用して住み心地のよい住いをどうしてつくるか試験し

ながら、指導したり、相談に応じています。

1列
コンクリート壁

入

あ
F
f
 

が
'
カ

、ル」

か

ニ

ル』
1

J

o

側

ぷ

か

裏

結

う

の

を

よ

具

露

し

家

(

で

の

く

い

屋

か

な

部

を

が

く

汗

法

よ

り

方

に

と

ぐ

期

っ

せ

雨

じ

ふ

梅

が

を

た

面

れ

ま

壁

こ

聞

の

。

期

奥

す

b

点
、
の
ま

問

れ

り

。℃目℃

答

この傾向はコンクリートやプロック造りによくみられ

ます。汗をかいた壁面の近くの物は湿気で汚れたり、傷

んだり、こわれたりします。その上このような過度の湿

気は人聞の健康上にも非常に悪いものです。このよう手

汗をかくのは、空気中に含みうる水分量はその温度によ

って決まっており、温度が高いほど多〈含みうるのですの

その限度を超えると(飽和点以上)水分は水蒸気(気体)

ではなく水滴(液体)になります。また温度が低くなる

と含みうる水分量が小さくなり限度量をすぐ超えること

になります。すなわち露を結ぶことになります。これを

結露とよんでいます。

低賃材を活用した板の熱伝導率を測定実験するところ

- 19ー



- 20一

甲骨年中行事*

1月15日 左義長まつり

4月第 3土曜日・日曜日 富山

春のカーニパル。全国チ ンド

ンコンク ール選手権大会

B月1日 山王まつり

8月1日 納涼花火大会、富山

港まつり、

上旬 歩行者天国、市民民

謡踊り d 

10月中旬 富山まつり、武者住がで

列、五百羅漢尊者まつり珍ち.

-

ニ

月

一

四

日

ド

y
・
り
下
げ
で
緊
急
融
資

県
は
、
ド
ル
の
切
り
下
げ
と
円
の
変
動
相
場
制
移

行
で
、
輸
出
関
連
中
小
企
業
向
け
の
緊
急
融
資
六
、

0
0
0万
円
、
信
用
保
証
料
の
低
減
を
は
か
る
こ
と

を
決
め
た
。

-
二
月
一
六
日
昭
和
四
十
八
年
度
の
富
山
県
予
算

県
は
一
般
会
計

一
、

一
O
五
億
八
、
七

一
九
万
円
、

特
別
、
収
益
、
企
業
会
計
を
合
せ
て
、

一
、
三
六
三

億
八
、
四
二
八
万
円
と
昭
和
四
十
八
年
度
の
予
算
案

を
発
表
し
た
。

一
般
会
計
で
、
昭
和
四
十
七
年
度
当
初
と
比
べ

、

二
二

・
二
軒
の
増
と
な
り
、
近
年
に
な
い

伸
び
率
の

積
極
大
型
予
算
と
な
っ
て
い
る
。

き

日--3月 10日

-
ニ
月
一
七
日
水
源
林
の
買
収

県
が
水
源
確
保
の
た
め
、
林
野
買
収
第

一
号
と
し

て
朝
日
町
笹
川
字
亀
ケ
口
地
内
の
約
三
五

O
ヘ
ク
タ

ー
ル
の
売
買
契
約
に
-調
印
し
た
。

可'也、

、ーー県政のう

2月 1

重13嘩ty
“書面雑草L-呉羽ハイツPLEA)3111

‘・'

-
ニ
月
ニ

O
日
姿
消
す
ツ
バ
メ

県
の
自
然
保
護
室
の
調
査
で
、
県
内
の
ツ
バ
メ
は

餌
や
巣
も
な
く
な
り
、
こ
の

↓
年
間
で
三
、
六
七

O

羽
も
減

っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

っ
た
。

-
二
月
二
八
固
定
例
県
議
会
ひ
ら
く

昭
和
四
十
八
年
度
の
予
算
案
と
行
政
の
方
針
を
審

議
す
る
二
月
定
例
県
議
会
が
招
集
さ
れ
た
。

中
田
知
事
は
、
福
祉
施
設
の
整
備
な
ど
を
重
点
に

し
た
記
念
事
業
を
、
置
県

一
O
O年
に
む
け
て
推
進

す
る
と
所
信
を
表
明
し
た
あ
と
、
予
算
の
編
成
を
福

祉
と
環
境
整
備
を
柱
に
し
た

「住
み
よ
い
富
山
県
を

つ
く
る
」
に
力
点
を
置
い
た
と
、
提
案
理
由
を
説
明

し
た
。

-
三
月
二
日
沢
杉
、
国
の
天
然
記
念
物
に

文
化
庁
は
、
天
然
記
念
物
に
入
善
町
吉
原
の
沢
杉

を
新
し
く
指
定
し
た
。

定例県議会ひらく2月28日

.... 
主L

室

同
開
羊
十

1

j

 

-
三
月
三
日
富
山
中
国
友
好
貿
易
展
ひ
ら
く

富
山
県
と
中
国
の
友
好
促
進
と
貿
易
拡
大
を
め
ざ

す
「
富
山
中
国
友
好
貿
易
展
」
は
、
中
国
側
か
ら

越
自
瑞
中
日
備
忘
録
貿
易
弁
事
処
、
東
京
連
絡
処

代
表
を
迎
え
、
県
民
会
館
で
三
日
か
ら
七
日
ま
で
ひ

ら
か
れ
た
。

-
三
月
六
日
看
護
短
大
の
構
想
な
ど

県
議
会
本
会
議
で
中
田
知
事
は
、
夜
間
ま
た
は
三

部
制
短
大
の
看
護
衛
生
大
学
新
設
の
構
想
。
北
陸
自

動
車
道
各
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

の
流
通
基
地
整
備
計

画
が
ま
と
ま
り
、
県
が
先
行
用
地
取
得
に
と
り
か
か

る
。
ブ
ル
ー
ス
カ
イ
計
画
に
よ
る
北
電
と
の
公
害
防

止
協
定
は
、

一
、
二
カ
月
後
に
改
正
す
る
。
と
答
え

た
。

3月2日

3月 3日
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